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市

生

『
韓
詩
外
伝
』
は
、
文
帝
・
景
帝
・
武
帝
三
代
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
た
、
儒
者
韓
嬰
の
遺
著
で
あ
る
。

漢
代
に
お
い
て
、
『
詩
経
』
を
伝
授
し
た
の
は
、
韓
嬰
学
派
の
ほ
か
、
斉
・
魯
・
毛
の
三
学
派
が
あ
っ
た
。

文
帝
の
時
、
魯
人
申
培
は
『
詩
経
』
を
伝
え
、
『
訓
話
』
を
作
っ
た
。
こ
れ
は
『
魯
詩
』
と
称
さ
れ
る
。
つ
ぎ
に
燕
人
韓
嬰
も
『
詩
経
』

を
伝
授
し
、
『
内
外
伝
』
を
著
し
た
。
こ
れ
を
『
韓
詩
』
と
呼
ぶ
。
景
帝
の
代
に
至
っ
て
、
斉
人
の
鞍
固
も
ま
た
、
『
詩
経
』
を
伝
授
し

て
、
『
詩
伝
』
を
作
っ
た
が
、
こ
れ
は
世
に
『
斉
詩
』
と
称
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
三
家
詩
は
、
い
ず
れ
も
前
漢
の
初
年
に
博
士
宮
に

立
て
ら
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
後
孔
子
旧
宅
の
壁
中
よ
り
発
見
さ
れ
た
、
先
秦
の
簡
書
と
民
間
流
伝
の
古
本
と
は
、
み
な
先
秦
の
文
字
、

す
な
わ
ち
古
文
で
書
か
れ
て
お
り
、
魯
人
毛
亨
は
、
こ
の
古
文
詩
経
を
研
究
し
て
、
『
故
訓
』
三
十
巻
を
著
し
た
。
こ
れ
は
、
『
毛
詩
』

と
称
さ
れ
て
、
越
人
毛
蓑
に
伝
授
さ
れ
、
平
帝
の
代
に
至
り
、
博
士
官
に
立
て
ら
れ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
今
文
経
、
古
文
経
の
聞
に



22 

は
、
多
く
の
異
同
が
あ
り
、
そ
の
た
め
経
義
解
釈
に
お
い
て
、
学
者
間
に
少
な
か
ら
ぬ
議
論
を
引
き
お
こ
し
た
。
し
か
し
、
後
漢
に
入

る
と
、
毛
詩
は
し
だ
い
に
重
視
さ
れ
、
鄭
玄
が
毛
詩
の
説
を
採
用
し
、
隻
注
を
つ
け
て
以
来
、
こ
れ
が
世
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た。
一
方
、
他
の
三
家
の
詩
解
釈
は
し
だ
い
に
衰
退
し
、
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
寸
〆
な
わ
ち
、
「
斉
詩
、
親
の
代

己
に
亡
び
、
魯
詩
、

西
晋
に
亡
」
(
『
情
書
』
経
籍
志
〉
ん
だ
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
韓
詩
に
つ
い
て
は
、
『
惰
書
』
に
「
韓
詩
、
存
す
と
雄
ど
も
、
こ
れ
を

伝
え
る
者
無
し
。
た
だ
毛
詩
鄭
隻
の
み
、
今
に
至
る
ま
で
独
り
立
つ
」
と
言
わ
れ
る
も
の
の
、
『
旧
唐
書
』
経
籍
士
山
・
『
新
唐
童
画
』
芸
文

志
は
、

v
と
も
に
『
韓
日

F
・
『
韓
詩
外
伝
貼
を
載
せ
て
お
り
、
『
宋
史
』
芸
文
志
も
「
韓
詩
外
伝
十
巻
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
韓
詩

は
唐
代
に
お
い
て
存
在
し
て
い
た
が
、
北
宋
以
後
散
失
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
現
在
三
家
詩
説
の
中
で
ほ
ぼ
実
態
を
伝
え
る

形
で
残
っ
て
い
る
も
の
は
、

た
だ
『
韓
詩
外
伝
』
十
巻
の
み
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
元
来
、
『
韓
詩
外
伝
』
は
、
『
詩
経
』
解
釈
学
の
一
派
の
言
説
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
解
釈
や
引
用
の
上
か
ら
言
っ
て
、

当
時
の
諸
文
献
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
。
ま
さ
に
「
采
る
と
こ
ろ
、
多
く
周
・
秦
の
諸
子
〔
の
文
〕
と
相
ひ
出
入
す
」
(
『
四
庫
全
書
総

目
提
要
』
同
書
の
項
〉
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
『
韓
詩
外
伝
』
と
他
の
諸
文
献
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
詩
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
わ
け
で
も
、
豊
嶋
睦
氏
の
「
韓
詩
外
伝

に
見
え
る
思
想
の
源
流
」
(
昭
和
五
十
五
年
・
『
池
田
末
利
博
士
古
稀
記
念
東
洋
学
論
集
』
所
収
・
同
事
業
会
刊
)
は
そ
の
代
表
的
な
研

究
例
で
あ
る
。

豊
嶋
氏
の
上
記
論
文
中
、
「
韓
詩
外
伝
の
古
書
引
用
頻
度
回
数
表
」
が
あ
る
。
そ
の
数
値
に
よ
れ
ば
、
第
一
位
の
い
わ
ゆ
る
『
詩
経
』

よ
り
の
引
用
は
別
と
し
て
、
第
二
位
の
『
萄
子
』
が
五
十
五
条
の
多
き
に
わ
た
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
第
三
位
の



『
論
一
語
』
十
五
条
、
第
四
位
の
『
礼
記
』
十
三
条
な
ど
に
比
べ
て
、

と
び
ぬ
け
て
多
い
数
値
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
引
用
頻
度
数
よ
り
推
し
て
、
豊
嶋
氏
は
、
「
韓
詩
外
伝
の
思
想
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
文
献
と
し
て
先
づ
『
萄
子
』

が
数
え
ら
れ
る
」
(
向
上
書
四
五
七
頁
)
と
結
論
を
出
し
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
結
論
は
も
ち
ろ
ん
正
し
い
。
と
す
る
と
、
次
の
問
題
は
、
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
相
互
影
響
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
具
体
的
分

析
と
な
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
豊
嶋
氏
は
、
す
で
に
「
韓
嬰
思
想
管
見
|
|
『
韓
詩
外
伝
』
引
用
萄
子
句
を
中
心
と
し
て
」
(
昭
和
十
年
・
『
支

「韓詩外伝」研究ノート(一)

那
学
研
究
』
第
三
十
三
号
)
に
お
い
て
論
述
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
紙
幅
の
関
係
上
、
『
萄
子
』
の
引
用
句
す
べ
て
を
一
ボ
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
て
、
論
述
上
の
必
要
箇
所
の
み
を
引
用
し
て
お
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

私
は
、
『
韓
詩
外
伝
』
と
『
萄
子
』
と
の
思
想
的
影
響
関
係
を
重
要
な
も
の
と
考
え
、
豊
嶋
氏
の
業
績
を
継
ぎ
つ
つ
、
そ
の
検
討
を
試

み
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
今
回
は
と
り
あ
え
ず
、
豊
嶋
氏
の
論
考
の
補
論
的
立
場
に
立
っ
て
、
『
萄
子
』
の
そ
の
引
用
箇
所
を
抜
き
出

し
、
『
韓
詩
外
伝
』
と
の
対
照
を
示
す
表
を
報
告
と
し
て
提
出
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

す
で
に
豊
嶋
氏
の
前
記
頻
度
表
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
『
韓
詩
外
伝
』
第
七
巻
か
ら
、
急
激
に
『
萄
子
』
よ
り
の
引
用
が
減
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
韓
詩
外
伝
』
巻
一
か
ら
巻
六
ま
で
の
部
分
と
、
巻
七
以
下
の
部
分
と
の
聞
に
、
編
修
上
の
方
針
の
相
違
が
あ
っ
た

こ
と
、
す
な
わ
ち
文
献
成
立
上
の
相
違
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
西
村
富
美
子
氏
の
「
『
韓
詩
外
伝
』
の
一
考
察
」
(
『
中
国
文
学
報
』
第
十
九
冊
)
の
分
析
と
一
致
す
る
。
す
な
わ

ち
、
西
村
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。
巻
一
よ
り
巻
六
ま
で
は
、
「
国
風
↓
頚
↓
小
雅
↓
大
雅
と
、
大
体
現
在
の
毛
詩
の
順
序
に
従
っ

23 

て
い
る
」
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
で
あ
り
、
「
巻
七
以
後
詩
句
の
逸
し
た
章
段
が
急
増
す
る
こ
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
巻
七
以
下
は
拾
遣
の
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形
で
あ
っ
て
、
後
人
の
編
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
」
と
。

こ
の
よ
う
に
、
問
題
に
な
る
の
は
、
六
巻
分
と
い
う
分
量
を
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ

る
。
今
日
に
残
っ
て
い
る
『
韓
詩
外
伝
』
は
十
巻
本
で
あ
る
が
、
『
漢
書
』
芸
文
志
で
は
六
巻
本
で
あ
る
。
こ
の
四
巻
増
加
に
つ
い
て
、

『
四
庫
全
害
総
目
提
要
』
は
「
け
だ
し
後
人
の
分
つ
と
こ
ろ
な
ら
ん
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
特
に
物
証
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
別
の
解
釈
も
可
能
で
あ
る
o

す
な
わ
ち
、
六
巻
分
は

ま
と
ま
っ
て
流
伝
し
て
き
た
も
の
と
考
え
、
同
じ
く
『
漢
書
』
芸
文
志
が
記
載
す
る
と
こ
ろ
の
「
韓
内
伝
四
巻
」
の
系
統
の
テ
キ
ス
ト

が
、
の
ち
に
外
伝
に
加
え
ら
れ
て
い
っ
て
十
巻
本
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
す
る
推
測
の
可
能
性
で
あ
る
。
こ
れ
を
図
式
化
す

る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

萄越
卿人

一「

内
外
伝
Lー

『
漢
書
』
芸
文
志

「
内
伝
」
四
巻
、
亡
侠

『
史
記
』
燕
韓
嬰
作
ぐ
¥

/

/

ι

後

世

説

詩

者

『

惰

書

』

経

ヘ

ー

併

附

|
|
|
ψ

籍
志
「
外

l
1↓

/

¥

¥

ぉ

伝

」

十

巻

「
外
伝
」
六
巻
、
存

『
漢
書
』
芸
文
志

十詩現
巻外行
伝本
』

『

韓

テ
キ
ス
ト
は
、
『
韓
詩
外
伝
』
・
『
萄
子
』
と
も
に
四
部
叢
刊
初
編
所
収
本
を
使
っ
た
。
な
お
、
豊
嶋
氏
が
示
し
た
五
十
五
条
と
数
量
が



異
な
る
の
は
、

お
そ
ら
く
、
数
え
か
た
の
相
違
(
た
と
え
ば
下
記
表
の
最
初
の
条

ωの
場
合
、
『
萄
子
』
引
用
を
二
条
と
見
る
こ
と
も
で

き
る
の
)
で
あ
っ
て
、
結
果
的
に
は
、
豊
嶋
氏
の
調
査
と
一
致
す
る
も
の
と
考
え
る
。

『
韓
詩
外
伝
』

『
萄
子
』

r韓詩外伝」研究ノート(ー〉

(専 (4) (専 (3) 強。君 (2) 乎。在。(1)

日 日 子 市豊。 天。

巻 則名。有 義。。 莫者。。 巻ー
弓号君zr，Au 一一一一 君。 。野
而。 子。

西完舜日。 普
明。

雨。 。之 乎。

イ也者可。六第
塁身。第 。 度 第 日。第

。十 、ム 月。ーノ、
。章 而。ー 以。章 章

向。章 J台。 在。

目。 者。 養来L。。 t也。

合駕。
者。

金正。 性 莫。

也何。。
、 明。

善其。。 身。
於。
*-。

不j曾。。 音
修士Eノノ。

火。

而。
4予居言・。 類。 祖。 在。

而。 者態。。
人。

也雨。。 身{I妻。。 者。

清 莫。
。 。 自。 明。

零。天 君。不 則名。。 扇 身修 於在。 天
而。論

子潔。荷篇 珠天。 論
雨。篇 王者。 篇

イ可。 其身。。
。度 莫。

在。明。
也。 而。 。以。 人。於。

同。 治。 者。目。
目。 ，号。

生気養。。
英。月。

生正。 者lι1為、。。
明。
於。在。

何。 4矢A 市義豊o j-也。
也。

身。
。者。

善其。。
。 ノ一し，φ、3ー 0 

不j向。。 y后4kz，ι シ。
明。

百

弓勺雪。 而。 組。 *-。
而。 類。 火。
雨。 λ"ヨ三 以。
也。

者『至。。 身修。。 在。
物

4矢A ilo 者
。 強。 ノし.. 、s 

日月

25 
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安 目IJo夫 (8) 塗乎 死。君。 (7) 警顔。(6) 親。曾。 (5)
之。ー。治。 、子。 哉淵。 子。

以 之。，養気し、。o。
其好易。 侍 二日。

静以。 不義利。和 東坐 日
ill 易。第 而不。而。第

野暴 魯定。 第
身。君

、諒之。三 可 。 難 。 十 不。子
矯卑。 、 1i/if 。十 也失 鳴。押。八 之公 。 十 善。有第

勇。 所非。。 也 章 御子二
而他怨。。 ニ言 章九食。毅。庇。章 也蚤章

利。強気。 易。 。

則。果剛。 交。慢。 束。 人。可
抗。 則。強。 幸子而。 暴野。。 貫
之。之輔。則。 而。不

二日 而i鳳以。。務 不。可 待p
高。以。之。 比。劫也 子d馬 患之
志。道術。以。 コ二仁ス。

調。 言。
、

量 而。ー
干日。 詩。畏。 下 後。日

海。 而不。患。
、

日乎。 無。
中台。 智。

議L 。而不。。
r疋i 噌

天。。 疎内。。
捷1更。 1慮替。 公

避。 日 而
則。深。 還義。 外

之。- 0 ?台。修身 有利。君。不 善定哀 無 子曾。法
以。之。養気。 以而。子。苛 4夫A ノム九 ノム丈

刑己 。行
動以。。篇 殊不。易。篇 開 篇 目。篇
止易。心。 於主主。知 錐子 τこロと。

、

良之。 世所。難而。 然顔j胤
而。無。

術。
也 7非っiιず 0 

呼。内。

卑;毘。勇。 o J甲。 其日 天。人
殺。血。 親。

将馬 東
。之

重猛気。 而。易。 止束。
運戻 l制。 不。慢。 失野 而
貧o~IJ 0 強。 比。而。 。 畢

外
利。稿。柔則。 難 之 人
則。之。 言。脅 善 之
抗。以。之。 球。 奴 現。
之。道。以。 而不。畏。 乎
以。順調。 。患。

身主正。高。、和。
辞。 而不。。 彦員

志。腎。 ;淵 不。
。 土小fro与Eをヨ口u 蕩 i壁。 封 善。

(利更。 意漸。 蕩乎 義。 日 而。
死。 タ，じ巴a、。

目Ij0 i采。 善 人。
節目リ。 其欲 ~IJ 
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也
、
夫
氏
不
知
父
子
訟
之
篤
不
義
久
会
、
是
則
上
失
丈
道

上
有
道
、
是
人
亡
会
、
訟
者
間
之
、
請
無
訟
、
康
子
日
、
治

民
以
孝
、
殺
一
人
以
月
間
不
孝
、
不
亦
可
乎
。

仙

第

二

十

二

章

侍
目
、
魯
有
父
子
訟
者
、
康
子
欲
殺
之
。
孔
子
日
、
未
可
殺

川

第

七

章

成
侯
嗣
公
、
取
水
紋
計
数
之
君
也
、
未
及
取
民
也
、
子
産
取
民

者
也
、
未
及
同
局
政
也
。
管
仲
鴬
政
者
、
未
及
惰
躍
也

同

第

五

章

侍
日
、
以
従
俗
偽
善
、
以
貨
財
筏
賢
、
以
養
性
信
同
己
至
道

是
民
徳
也
、
未
及
於
士
也
。
行
法
而
志
堅
、
不
以
私
欲
害
其

所
問
、
是
勤
士
也
、
未
及
於
君
子
也
。

川

間

巻

三

第

四

章

王
者
之
論
徳
也
、
不
寧
無
功
、
不
官
無
徳
、
不
諜
無
罪
、
朝

無
幸
位
、
民
無
幸
生
、
故
上
賢
使
能
而
等
過
小
一
問
、
折
暴
禁

惇
而
刑
罰
不
遁
。

宥
坐
篇

孔
子
位
向
魯
司
冠
、
有
父
子
訟
者
、
孔
子
拘
之
季
孫
間
之

不
説
、
日
是
老
也
欺
予
今
骨
一
ん
ル
動
不
手
、
又
ふ
い
け

之。 王
制
篇

成
侯
嗣
公
、
衆
紋
計
数
之
君
也
、
未
及
取
氏
也
、
子
産
取
川
入

者
也
、
未
及
矯
政
也
、
管
仲
潟
政
者
也
、
未
及
修
峰
也
。

儒
放
篇

ル
川
町
伶
庄
町
善
、
ル
色
町
時
骨
骨
、
ル
士
官
生
同
町
b
L
P
堂
、
正
定
時
叫
品
川

也
。
行
法
志
堅
、
不
以
私
欲
乱
所
問
、
如
是
則
可
謂
勤
士
会
。

王
制
篇

王
者
之
論
、
無
徳
不
昔
日
、
無
能
不
行
、
無
功
不
賞
、
無
罪
不

罰
、
朝
無
幸
位
、
民
無
幸
生
、
向
賢
使
能
、
而
等
位
不
遺

折
思
禁
惇
而
刑
罰
不
渦
一
。
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{専 (16) 吾 (15) 何。孔。 (14) 千愚夫 (13)
日 文。 器。子。

歳而無 詐、
王。 也。観。 之人

子。 之。 於。 f愛知者
路。 子。

封日 廟周。第
乎 日

盛。第 、第 随。 第
服。三 武。三 、ー 而。古。廿

以十 主。十 此 o 有軟。十 無。今。八
見。ー 之。ー 蓋。。章 !支。異。章
干し。 章 弟。章 情。器。 也者。。 情。
子。 宥。駕。
、 成。 坐。 其。

子し。 王。 之。孔。 於所。
子。 之。 器。子。 其。以。
目。 主主。 問。 所。治。

父。 於。 見。乱異。
由。 也 守。

疏
。

廟。
j可尚。。 道。。

E市 者。 欺。

者 日。 也。而。
イ可。 衆。
也。 此。 乎j兄 皆人。。

百聞

子。子
文我。嘉問

此 o 孔。宥 可。{皮夫非
路。 j亘 何馬 子。坐 欺。 衆 妄 相
EE。篇 王。篇 。観。篇 也 o 人人篇
~ÆQ 之。 器。於魯。 者 日
見。 得 I市
子L。 子。

守廟 桓公 況惑古メ7入。子。 於而 。
式。

者日 之廟。
千無異。

子L' 王。 世説其情。
子。 之。

、
，う、ー-

日。 得 此。有。
也f専 阻。所以。

弟。 蓋o 欲。 而。。
由。 得。器。 O 無。治。
是 成。 宥。駕。

度。者荷異L 。
裾 王。 坐。

也者。。
裾何。

之。 之。孔。
ノ~ 器。子。 道。

也。 叔。 問。 其。
。

父。 於。 所。而。

了断t'。 見o}'/J:'
鴬人。

者。
j向。;，じ1133弘乙、

日。
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之。種。(加)
統者。
也。

治。
詩。
之。
極。第
也。十

章
強。

国
之。
本。
也。

成
行
之
道
也

功。
名。

闘

を

四

第

三

章

有
大
忠
者
、
有
次
忠
者
、
有
下
忠
者
、
有
園
賊
者
。
以
道
覆

君
而
化
之
、
是
謂
大
忠
也
。
以
諌
非
君
市
怨
之
、
是
謂
下
忠

也

是

謂

園

賊

也

。

同

三

十

六

章

孫
卿
輿
臨
武
君
議
兵
於
越
孝
成
王
之
前
、
王
目
、
敢
問
兵
之

要
、
臨
武
君
目
、
夫
兵
之
要
、
上
得
天
時
、
下
得
地
利
、
後

之
設
、
先
之
至
、
此
兵
之
要
也
。

林。王。 (17)
i塾者。
梁。之。

法。
以
時等。三
入賦。十
而正五
不事。章
巷$、
ヲす，

。目。
野。
什。

関
市
議
而
不
征
、
山

議
丘
ハ
篇

稽
者
、
治
時
之
極
也
、
強
国
之
本
也
、
成
行
之
道
也
、
功
名

之
穂
也
。

臣
這
篇

有
大
忠
者
、
有
次
忠
者
、
有
下
忠
者
、
有
園
賊
者
。
以
徳
覆

君
而
化
之
、
大
忠
也
。
以
徳
調
君
而
輔
之
、
以
是
諌
非
而
怒

之
、
下
忠
也
・
:
・
園
賊
也
。

之。臨。臨。議
設。武。武。兵

君。君。篇
先。針輿。
之。目。孫。
至。、卿。

上。子。
此。得。議。
用天。兵。
兵。時。於。
之。、超。
要。下。孝。
術得。成。
也。地。干
。利。前。

観王。
敵目。
之、

繁請
動問。

兵。
後。要。

王
制
篇

王
者
之
法
、
等
賦
政
事
財
寓
物
、
所
以
養
蔦
民
也
田
野
什

一
閥
市
機
而
不
征
、
山
林
津
梁
、
以
時
禁
務
而
不
税
。



使 夫 (24i 這。問。仰) 之。内。人。 (22) 不君 (21)
j見。嘗 至。桔。 大不。主。 解人
然。世、者。遁。阿。欲。者
不。之然 。 不 。 也 。 子 。得。以。
知目。愚 後。告。 哉。弟。善。 耀。
是。、 第接。、第 、射。第分。第
非。飾。一之。告。十外 。、十施。十
j台。邪。十 椅。ハ不o 及五 一
首L。説。三 非。者。章 隠。主主。章 均。章
之。、章其。勿。 透。中。 f扇。
所存。。 文。。 道則。。 問。 人、。微、。 不而。。

者。言 。 避 。 有 。 能 。 即l 偏。
之。語。中。懸。

以。。気。是。 貴。臣
請し。 者。 者。 爵。 以
天。勿。取。重。稽
下。輿。之。 賞。事

論。、以。君
欺。是。招。
惑必。室。致。忠
衆 由。不。之。 )1慎
愚 其。謂而

使 f良非 ;Jlio 気。問。勧是o 内。人。君 臣請君
天今 十 之。者。持。撃宣。不。主。這 。間這
下 之 二 。 勿 。 者 。 篇 不 。 可 欲。篇 日矯篇
j昆 。 世 子 輿。勿。 必以 射得J蓋 、人
然、篇 器 也牛。 得阿。。 寛君
不。飾。 也 之子。;!;
生日。邪。 之。弟。、 而日
是o 説。 故告。 道。、射 有
非。、 必。椅。 也。外。遠~.豊以。
治。文 。由。者。哉。不。中。。暗。
脅しo fJ干。 其。勿。 。可微。 分。
之。言。 道。問。 以者 泊。
所。、 至。也隠。
存。以。透。懸。均。
者。集然。説人。貴w!。
有乱。 後。持 、爵。 而。
人天。 接。者 能。重。 不。
台下。 之。勿 中。賞。 偏。
フ三、 聴 是。以。
喬非。也者。 招。請
rE鬼子i員句牛 其。、 取致。 問

道。有。 之 之局
RiJo争。。、人

30 
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也安奮。(28) 所 動作。 所謂。印) 出人。難道。o (26) 文類。君。 (25)
貴 。 。 而 、子。

飯移。 而不。。 庸人。ロ 不。;丘 容愚。大。
土質。 透。 則。心。

而習第 生日。 者。 第 実。不。第 窮。端懇。則。

忘其 貫 二十 f物走。。 務所。。 口、。 三十 。行不。。 二十 約則。 。敬。ー

。法而。天。 十一
梁非性易 六 而 、 不能。一 至。八 詳而。 。而。ニ

而 章 流。止。。章 章 道。章

也飯 也然
立。乎道。 事難。。

。喜。
&IJ。ノj、。

。 。 。 不而。善。 手口。 心。

夫 知。言。 、
而治。則。

狂 所定。。 心。
不。 。畏。

者 不震も。。 義。

自 不。 憂。而節。
歯ち 選日 能知。

成。 則。
、 古手。

?主主

於先 E段。 而;皇。知。
物王 日。 目IJ。

而不 之法
多。 明。
者。

達則 而達。
家 生日

、

於習 1需 所定。人 所。哀 H段。難這。 身修 窮。類。君。不
天(谷放 。善士 謂。公 目。 則。、子。苛
1也移篇 庸。篇 者璽篇 約。愚。大。篇
会 志

托:身士主 人。
、

而。則。心。。 、 者。 其不。 詳。端意。則。
女~ 従。 出。不行。 。敬。
久 物。湾口。 入。 而。天。
移 如以 不 能。 不1塁。。 至。 法。而。
質 j束。 矯己 o 道。

並
憂 道善。。 会。。事加。。

喜o 小。
。 、 = 一百 。

和目u 。心。
而不

動。 、 。則。

イ不了。。 心不生日、。。
不。 而治。畏。

不成得。。
。義。、

生日。 。 而。
日IJ 所務。邑 憂Rl!。。 節Oi亘 。巴口

於
、

其 静。知。
市申 止。不 r局 而。則。
日月 立。知 人 理明。

不。選 也
而遁。参 知目。 賢 多。
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天。這。 (32) 矯民。 (31) 不。王(刈 以。模母。(29)
下。父。 用不。 待。者 吉。。

之。
弗 不親。。

教。之巻 篤。力。

言。天。 而。政五 凶。父。
。下。 局愛。 詠。 。是。第

者。之。 死
、

中。。 能不賢。，。 第二
之。二

キ、善iiD'。第 而求。。 第
喜。十

而。四
不庸。待。一章

。五

無。者。五 求。 属己。章 以。章

弓。実章 兵。 待。次。 盲。
矢。 之。用。 政。而。 得。

無則。無。 勤。 而。響。 明。
。車

城。 魚己。。
化。

所。馬。 。不 以聾。。
見。則。 之。死。 肖
?巧4;:0無。 周。 不。 矯。

。所。 不。 待。 聴。

能夫見。

不。可。 須。
。

可。也得。 而駿。。 以

也得。 。 是
。 。 矯

7勾r勾。 。 民弗 7じ。 ゴド
悪。

者 透 。 儒 主己主 不民。。 君這 元。請王
Z潟'ti:・ 娘。賦父。殺 悪不。間 帯IJ 母。篇

天。者情 用親。篇 。篤篇
下。

不不愛。。 教待。。 政 以。力。
之。天。 て口と，iノ、、。

射善。 下。

民己 二堅T儒t 固

而o 日 局。
。之。 E朱。 凶。是。

也者。御善。。
予E 。

中。能賢。。
。之。

而。
喜。

無。也者。
庸。不。 也求。己。 民。待。 。

弓。 兵。司。 不。次。 以。
矢。無。 之。 篤己。 待。而。 τ目三二ご。

~IJ。輿 E力。 政。 雪量。 情。
無。馬。 死。 而。 明。
所。則。 城。 化。罷

其巧見。無。
之。不。 。不 以。

。所。 問。可。
能不。

聾。

0。1H見4E:。。。 不。 E夕日。 聴得。。待。
可。 須。

、
得。民 而。 以

プタ司γ君n 也。不 腰。 危
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言安。無。附 日稿平。。 夫 (お) 能道。 (34) 明義{I存。 i水問。(お)。種。 談。 肇者。
以。説。 天 何也。 日月 l来。

唾也於 何。
H氏。之。 下。 !黄

。以。 之。術。第 高 。第 日Ij 第
。正。 、 物目。三

君子 龍則 二十。身。第 分。膏十 而 十
。十 別。荘。二 除君。 懐魚一

無。章 以。以。章 其之。 章 之生章
師。 日月。 立 害所。 。之

之。之。 者這。 古文
。

女rよ句。 。 也。 槽。山。
全日。 端。 言育

。
身及。林。

市豊。 誠。 之君。 。茂。
之。 以。 君者。 而。盛

也是。。
慮。 何。 T了。
之。 也。 情。目向必iλj 。。 。

市豊。 堅。 日。 市豊 !吠。
快。 強。 及。錆。
而。 以。 豪。 図。之。
妙と。 持。 也。 |而。

之。 政。暗。

安也種。。。 正。 雨豊 修身 警。談。相非 也。道。君 君川致
身。者 補。説。 。者。 j萱 子;問。士

篇 以。之。篇 、 JfR同-A1A 蹄深OLI
。 無師。所 日食。 術。 何。 之而

。以 之。 也。 故。 殺偽
正 手今

。

吾弘白 也身
分。荘。 日。 種。時
別。以。 身及。。 之生日。
以。之直 君。種。

之。師 日月。 。 之。 而。山。

F馬者 之。 所。 {行l多。林。
端。

也道。。
。茂。

EO所 誠。 市j
。。以

慮以。。
。 義禽。

正 君。 及。時j吠。
種。 也稽 之。 者。 図。。妹。 、

f可。 而。之。!而。。
然。無。

堅。 也。 政。

躍。
強。 。 日月。
以。 日。 市豊。

~Ij 持。 義備。是。何。
情。以。 之。

筆。、
而
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是。 f"1仰) ;71と;1) 0約。 (39) 道。子。遇。(お) 1l明t。賞勉。(37)
!!I) 。契 寛。之弟。君。

庁。槽4tさ0 1市。 111M" 裕 o~I) 。 ノ7J¥。即~ìJo 学フ日込ア
姓。。 欲。誓。 之。義。修。 職。 f命。六
iや !l!J。第 主正。 第 義。、臣。
之。修。二 IilAo 則。二 j直下。 考 flリ。
在日。 十

O 約7J三。。 十ニ
等之。第 貫一 不氏。 第

帝。分。六 夷義。七 業事。 。三

壬 義H11。0章 I市。章 修!jI)出、章 。立。章
反。

視。明。 担。 月月 郷。
其絞 聴兼。。之。 目。 友則。

在日。 壊。 之修。 能(fo膏。
父o1昔。 義長。 明。
母。則。 図。 幼。 、

時。 之。 jl!1J。之。 先。則。
エ日之ヨ。

鍾。
少。義。 不治。天。

之。愛。 i市。 。下。
立口。 干1)0 以。 日実。 jf塁。 理。蹄。
示申。 &1)。 日持。 者。長。 。之。
明。刑。 之。 即J0老
。 {It。則。 矧と。

如。 日!J。 告。修。 後

姓。躍~さ。彊 '，1;1)0約。}当 寛導。弟。遇。非 職。賞免。君
賞。 定。信園 。之義。君。十 道
之。修則。篇 i前。盟。篇 容。則。二

事序業 ;詞。篇在日。 。 欲。誓ロ 之。 {I妻。子 。倫。
帝。 生匝。 義。;邑臣。篇 。 ~IJo

分。 献。日IJ0 友下。 材不i亡。。
高義。 o *e;o 日!J之。
之~!J。 r疋i ー，。

修雨量 義。 技怠、。
在日 明。 而。

?背言任。 兼。
天 目半。 節遇

型基。 無。 辞譲 郷。
""'0 聴1寄。。視。措。 日田 則。

之。時則。
在日。 。

之長修。
義。

不治。明。
。 ~IJ 。

父。 、
図。 幼。 理。天。

母。愛。 之。 遇。之。 。下。

手Ij。 自白。 賎。義。 B帯。
畏。則。 妹。 而。 之。
之。形。 以。 少。遇。 。

如。 、
日告。 者。長。 快。

雨申。 在日。 之。 。目!J。 後。
明。是。 告{I妻。。子{I妻。。 明。
。百。 自IJ。 分。
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無。古。(必)
此。人。
三。有。巻
者。言。九

日。
何。
矯。衣。第
無。欺四
孝。昭章
之。欺
名。
。曾

不。
爾0

~~po 

子
労
以
事
其
親

川
州
巻
八
第
二
十
三
章

孔
子
燕
層
、
子
貢
矯
膏
而
前
回
、
弟
子
事
夫
子
有
年
実
、
オ

掲
而
知
日
罷
、
倦
於
同
月
十
問
、
不
能
復
進
。
請
一
休
馬
。
孔
子
日

賜
也
欲
得
休
乎
。
目
、
賜
欲
休
於
事
君
。

子Lo(42) 
子。
日。

駕。未

達
草。
木。孔
組。子善第
薦。日哉二

十

章
禽。夫爾
獣。土之
育。者間
馬。、也

掘
之局
得。人
甘。下
泉。
馬。其。

j酋o

f封。土。
之。子
得
五。子
穀。貢

義子 (41)
者以。
矯知。巻
聴 者 。 七
乎馬。
。無

罪第
乎六

章
則
王
子
比
干
何
偶
剥
心
而
死
、
子
以

子
道
篇

古
之
人
有
言
日
、
衣
血
ハ
伺
時
間
「
、
不
女
柳
、
今
夙
輿
夜
来
、
耕
転

樹
妻
、
手
足
併
抵
以
養
其
親
、
無
此
三
者
、
則
何
得
而
無
孝

之
名
也

大
略
篇

子
貢
間
於
孔
子
日
、
賜
倦
於
島
干
ム
矢
、
願
白
山
事
君
。
孔
子
日

詩
云
、
温
恭
朝
夕
、
執
事
有
憾
。
事
君
難
、
事
君
弓
可
息
哉
。

莞
問
篇

孔
子
日
、
矯
人
下
者
乎
、
其
猶
士
也
。
深
把
之
而
得
甘
泉
馬

樹
之
而
五
谷
蕃
馬
、
草
木
植
局
、
禽
獣
育
局
。

篤女宥
必以。坐
用 知 。 篇
邪者。
。馬o

{:::、
用
邪

王。
子。
比。
干。
不
見
会IJ
dし、。
乎

女
以
忠
者
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授北 (45)
天面
子而巻

一策 乎弔 十

会天
子第

日四
章

大
之n日入

JlP 
コてヒス

;R ζ 

な日。
之。
{可。
憂。
之。

也長。。

幅天大
子園各
即篇

t受位

天
子 上
- ~~p 
策;隼

日

立日。
之。
f可。
憂。

之長。。

也。
。

古色
除
患
~iJ 
F局


